
− 18−

増減数 増減率 指数

うち重傷者

うち軽傷者数

※ 関連事故発生件数は、高齢者が第１当事者、第２当事者以下いずれの場合も関係した事故を含む。
※ 死者数、負傷者数は、交通事故により死傷した高齢者の人数。

平成27年 平成28年平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

高齢者関連の事故件数

高齢者関連事故発生件数

年　　別

死者数

負傷者数
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１２ 高齢者（６５歳以上）の事故発生状況

高齢運転者事故件数

平成28年

※ 高齢運転者事故件数は、車両運転中の高齢者が第1当事者となった交通事故件数。

　高齢者 （第１当事者） の法令違反は、全体 （全年齢） と比べ、交差点安全進行義務違反、安全不確認の違反による

事故の割合が特に高くなっています。

　平成２８年中の高齢歩行者の死傷者は２１５人で前年に比べ１８人減少し、死者は１１人で前年に比べ１人の減少とな
っています。

平成２８年中の高齢者が関係した事故は１,４７８件で、前年に比べ１４件（１.０％）の増加となっています。
また、高齢運転者が原因（第１当事者）となった事故は８８９件で過去１０年で最多件数となっています。

1,302 1,346 1,334 1,352 1,365 1,388 1,464 1,480 1,464 1,478 14 1.0 114

19 16 12 19 11 11 12 9 15 13 -2 -13.3 68

766 727 757 754 751 751 828 804 764 734 -30 -3.9 96

159 145 165 182 168 145 159 162 134 157 23 17.2 99

607 582 592 572 583 606 669 642 630 577 -53 -8.4 95

高齢運転者（第1当時者）の法令違反別構成率
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負傷者数

発生件数
死者数

○ 発生件数は、１ヶ月平均約４５８件で、７月（５３３件）が最も多く、３月（４０９件）が最も少なくなっています。

○ 死者数は、３月と１２月が６人で最も多く、次いで７月、９月、１０月の４人となっています。
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時間帯別発生状況

発生件数

死亡事故

第２ 平成２８年中の交通事故発生状況

○　発生件数は、登校・出勤時間帯（８時〜１０時）と下校・帰宅時間帯（１６時〜２０時）の発生が多くなっています。

○　死亡事故は０時〜２時の時間帯に最も多く発生しています。

１３ 月別発生状況

１４ 時間別発生状況
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１５ 曜日別発生状況

○ 発生件数は、金曜日（８６８件）が最も多く、日曜日（６０７件）が最も少なくなっています。

○ 死亡事故は、火曜日及び土曜日（７件）が最も多く、日曜日（３件）が最も少なくなっています。

１６ 昼夜別発生状況
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３８件

0.84 0.30 0.00 0.26

2.06
3.06

昼明 昼 昼暮 夜暮 夜 夜明

昼夜別死亡事故率

曜日別発生状況

○　発生件数は、昼（３,３３１件）が最も多く、薄暮時間帯（昼明、昼暮）を含む昼間の事故は、７１.７％を占めています。

○　死亡事故は、夜（２２件）が最も多く、薄暮時間帯（夜暮、夜明）を含む夜間の死亡事故は、６８.４％を占めています。

○　死亡事故率は、夜明（３.０６％）が最も高くなっています。
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１５ 曜日別発生状況

○ 発生件数は、金曜日（８６８件）が最も多く、日曜日（６０７件）が最も少なくなっています。

○ 死亡事故は、火曜日及び土曜日（７件）が最も多く、日曜日（３件）が最も少なくなっています。

１６ 昼夜別発生状況
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曜日別発生状況

○　発生件数は、昼（３,３３１件）が最も多く、薄暮時間帯（昼明、昼暮）を含む昼間の事故は、７１.７％を占めています。

○　死亡事故は、夜（２２件）が最も多く、薄暮時間帯（夜暮、夜明）を含む夜間の死亡事故は、６８.４％を占めています。

○　死亡事故率は、夜明（３.０６％）が最も高くなっています。
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道路形状別死亡事故率
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11
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○　発生件数は、単路直線 （２ ,５５０件） が最も多く、次いで信号機のない交差点内 （１,２１４件）、信号機のある交差
点内 （８８０件） となっています。

○　死亡事故は、単路の直線及びカーブ・屈折 （１１件）が最も多く、合わせて全体の５７.９％を占めています。
○　死亡事故率は、単路のカーブ・屈折 （４.０７％）が最も高くなっています。

その他の道路その他の道路

一般交通
（駐車場等）

○　発生件数は、市町村道（１,８０４件）が最も多く、次いで国道（１,７７０件）となっています。

○　死亡事故についても、市町村道（１２件）が最も多く、次いで国道（１１件）となっています。

１１7 路線別発生状況

１８　道路形状別発生状況
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１９

２０ 事故多発交差点

出会頭
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車両単独

37
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人対車両

356
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交差点事故

２，４１８件

右左折時

1

10.0%

車両単独

2

20.0%

人対車両

横断歩道横断中

4

40.0%

人対車両

横断歩道以外

横断中

3

30.0%
死亡事故

１０件

交差点（付近を含む）事故の事故類型別発生状況

国道・県道の事故多発交差点

交差点名 市町村名 路　線　名 発生件数

1 上 之 屋 交 差 点 那 覇 市 国道５８号 10

1 古 島 イ ン タ ー 那 覇 市 県道８２号線 10

3 安 謝 交 差 点 那 覇 市 国道５８号 8

4 旧 伊 佐 交 差 点 宜野湾市 国道５９号 6

4 北 谷 交 差 点 北 谷 町 国道５８号 6

交差点事故 構成率 出会い頭 右左折時 追突 正面衝突
追越し

すれ違い時
車両相互
その他

車両単独 人対車両

1 那 覇 市 1,573 718 45.6 255 193 84 2 10 26 8 140
2 沖 縄 市 547 228 41.7 105 55 29 2 1 5 4 27
3 宜 野 湾 市 388 194 50.0 44 49 58 1 1 5 3 33

13370235172.73581794市添浦4
42138191472.73931473市まるう5

6 糸 満 市 180 108 60.0 49 21 20 1 1 4 3 9
51128391923.55401881町原風南7
11113191139.0467681市城見豊8
522172523.2417861町谷北9
2121712725.3307902市護名01

発生件数
事故類型の内訳

市町村名

交差点事故の発生件数が多い市町村

○　国道・県道の交差点では、上之屋交差点 （国道５８号） と古島インター （県道８２号線） がそれぞれ１１件

で最も多く、次いで安謝交差点 （国道５８号） ８件の順となっています。

○　交差点事故（交差点付近を含む）は、出会頭（９３０件）が最も多く、次いで右左折時（５７８件）、追突（４２５件）の
　順となっており、これらで約８割（７９.９％）を占めています。
○　死亡事故は、人対車両横断中（７件）の事故が多くなっています。

交差点事故発生状況
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交差点事故発生状況
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２１　事故類型別発生状況

○　事故類型別の交通事故発生状況は、追突事故、出会頭事故、右左折時が多く、全体の約７割 （７１.２％） を占め
ています。

○　死亡事故は、車両単独事故が４７.４％、人対車両が３４.２％、車両相互が１８.４％となっています。
○　交通事故に占める死亡事故率は、車両単独の工作物衝突事故が１２.３９％と最も高く、全体 （０.６９％） の約１８

倍となっています。
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0.69  
0.05  0.00  

0.13  0.82  

2.06  

0.90  

12 .39  

4.08  

事故類型別死亡事故率
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原付以上運転者（第１当事者）の年齢層別運転免許保有者１０万人当たり交通事故件数

２２ 年齢層別発生状況
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原付以上運転者（第１当事者）の法令違反別・年齢層別交通事故の構成率

若年者 高齢者 全体

２３　法令違反別・年齢層別発生状況

○　発生件数は、若年者（１６〜２４歳）（１,３０８.５件）が最も多く、次いで２５〜２９歳（７４５.７件）となっています。

○　死亡事故は、若年者（１０.７件）が最も多く、次いで２５〜２９歳（６.８件）となっています。

※　運転免許保有者１０万人当たりでは、発生件数、死亡事故いずれも若年者の運転による事故が多くなっています。

○　交通事故全体の法令違反は、交差点安全進行義務違反（２０.３％）の割合が最も高く、次いで脇見運転（１５.６％）

　の割合が高くなっています。

○　若年者（１６〜２４歳）は、脇見運転（２１.０％）、動静不注視（１７.９％）の割合が高くなっています。

○　高齢者は、交差点安全進行義務違反（２６.２％）、安全不確認（１５.４％）の割合が高くなっています。

30　歳　代

40　歳　代

50　歳　代
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原付以上運転者（第１当事者）の年齢層別運転免許保有者１０万人当たり交通事故件数

２２ 年齢層別発生状況
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原付以上運転者（第１当事者）の法令違反別・年齢層別交通事故の構成率

若年者 高齢者 全体

２３　法令違反別・年齢層別発生状況

○　発生件数は、若年者（１６〜２４歳）（１,３０８.５件）が最も多く、次いで２５〜２９歳（７４５.７件）となっています。

○　死亡事故は、若年者（１０.７件）が最も多く、次いで２５〜２９歳（６.８件）となっています。

※　運転免許保有者１０万人当たりでは、発生件数、死亡事故いずれも若年者の運転による事故が多くなっています。

○　交通事故全体の法令違反は、交差点安全進行義務違反（２０.３％）の割合が最も高く、次いで脇見運転（１５.６％）

　の割合が高くなっています。

○　若年者（１６〜２４歳）は、脇見運転（２１.０％）、動静不注視（１７.９％）の割合が高くなっています。

○　高齢者は、交差点安全進行義務違反（２６.２％）、安全不確認（１５.４％）の割合が高くなっています。

30　歳　代

40　歳　代

50　歳　代
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２４ 年齢層別死傷者の状況

２５ 状態別死傷者の状況
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２６ シートベルト着用状況
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○　被害程度別の構成率が最も高い年齢層は、死者及び重傷者は、高齢者 （６５歳以上）（死者３３ .３％・重傷者２４ .２％）

で、軽傷者は３０〜３９歳 （２１ .５％） となっています。

○　被害程度が重くなるにつれ、高齢者の構成率が高くなっています。

○　死傷者の状態別状況は、死者及び重傷者は自動二輪車乗車中 （死者３８ .５％・重傷者４１ .９％） の割合が最も高

く、軽傷者は自動車乗車中 （６７ .９％）が高くなっています。

○　シートベルト（チャイルドシートを含む。）着用有無別死亡重傷率は、着用者３.２％に対して、非着用の死亡重傷率

　が約３倍の９.５％となっています。

○　座席位置別の死亡重傷事故率は、運転席の非着用が２８.８％と高く、着用者の約８.７倍となっています。




